
現状では、
•伊平屋北フィールド全体の規模・成因は把握し

 きれていない。

 

現状では、現状では、
••伊平屋北フィールド全体の規模・成因は把握し伊平屋北フィールド全体の規模・成因は把握し

 きれていない。きれていない。

①探査手法を検証して確立していくと同時に、
②伊平屋北における巨大熱水鉱床形成モデル

 の構築を行う。

 

①①探査手法を検証して確立していくと同時に、探査手法を検証して確立していくと同時に、
②②伊平屋北における巨大熱水鉱床形成モデル伊平屋北における巨大熱水鉱床形成モデル

 の構築を行う。の構築を行う。

④モデル・手法・データが三位一体と

 なり、新船で効率的かつ科学的な

 調査を行うことで、新しい巨大熱水

 鉱床を発見する。

 ⑤最終的に、沖縄トラフの巨大熱水

 鉱床の規模と成因の解明に繋げる。

 

④④モデル・手法・データが三位一体とモデル・手法・データが三位一体と

 なり、新船で効率的かつ科学的ななり、新船で効率的かつ科学的な

 調査を行うことで、新しい巨大熱水調査を行うことで、新しい巨大熱水

 鉱床を発見する。鉱床を発見する。
⑤⑤最終的に、沖縄トラフの巨大熱水最終的に、沖縄トラフの巨大熱水

 鉱床の規模と成因の解明に繋げる。鉱床の規模と成因の解明に繋げる。

• 他の場所にも巨大熱水鉱床が期待できるが、

 やみくもに探査するのは非効率。

 • 熱水の兆候を発見する手法もまだ途上。

•• 他の場所にも巨大熱水鉱床が期待できるが、他の場所にも巨大熱水鉱床が期待できるが、

 やみくもに探査するのは非効率。やみくもに探査するのは非効率。
•• 熱水の兆候を発見する手法もまだ途上。熱水の兆候を発見する手法もまだ途上。

③

 
掘削によってモデルを実証し、熱水や鉱物、

 地下構造などの具体的な特徴とともに、規

 模・成因を明らかにする。

 

③③

 
掘削によってモデルを実証し、熱水や鉱物、掘削によってモデルを実証し、熱水や鉱物、

 地下構造などの具体的な特徴とともに、規地下構造などの具体的な特徴とともに、規

 模・成因を明らかにする。模・成因を明らかにする。

①、②①、②①、②

③③③

④④④
⑤⑤⑤

「何が、どこに、どれくらいあるか」
調査手法の向上とデータの蓄積で

「伊平屋北のモデルの構築」

巨大熱水鉱床

 
の成因の解明

探査手法の実証

 
データの蓄積

巨大熱水鉱床

 
形成モデルの

 
実証

岩石・鉱物の

 
種類と分布

熱水の性質

 
と分布

地下構造

深度方向

 
の規模

水平方向

 
の規模

海底熱水鉱床 資料16－2



生成年代と成長速度の変遷
地球環境変動との関連性

Thornton et al. (2010)Thornton et al. (2010)

成
長
方
向

成長ストップ？

成長ストップ？

成長ストップ？

①探査手法の検証・確立とデータの蓄積。
②生成年代・成長速度の把握。
③クラスト形成モデルの構築。

①①探査手法の検証・確立とデータの蓄積。探査手法の検証・確立とデータの蓄積。
②②生成年代・成長速度の把握。生成年代・成長速度の把握。
③③クラスト形成モデルの構築。クラスト形成モデルの構築。

④九州－パラオ海嶺な

 ど、他の海域のクラス

 トで形成モデルを実証

 し、新たな分布域を把

 握する。

 ⑤複数海域の知見を基

 に、クラストの分布・規

 模・成因を解明する。

 

④④九州－パラオ海嶺な九州－パラオ海嶺な

 ど、他の海域のクラスど、他の海域のクラス

 トで形成モデルを実証トで形成モデルを実証

 し、新たな分布域を把し、新たな分布域を把

 握する。握する。
⑤⑤複数海域の知見を基複数海域の知見を基

 に、クラストの分布・規に、クラストの分布・規

 模・成因を解明する。模・成因を解明する。

③③③

④④④ ⑤⑤⑤

①①①
東京大学・産総研等と連携し、厚み計測

 
ほか調査・分析手法を確立

②②② 年代・成長速度の把握 形成モデルの構築

• ROVによって採取場所のはっきりした試料が

 得られたのは2009年が初めて（これまでの

 BMS掘削コアは平頂部のみ）。

 

•• ROVROVによって採取場所のはっきりした試料がによって採取場所のはっきりした試料が

 得られたのは得られたのは20092009年が初めて（これまでの年が初めて（これまでの

 BMSBMS掘削コアは平頂部のみ）。掘削コアは平頂部のみ）。

• クラストの分布や成因を解明することにより、有

 望な対象海山・対象地形を絞り込む。

 • 科学的知見に基づく探査手法の確立。

•• クラストの分布や成因を解明することにより、有クラストの分布や成因を解明することにより、有

 望な対象海山・対象地形を絞り込む。望な対象海山・対象地形を絞り込む。
•• 科学的知見に基づく探査手法の確立。科学的知見に基づく探査手法の確立。

水深と地形による形態・組成の変化

Klemm et al. (2005) を一部改変

元素の濃集傾向

Mo

MoW

Mo

W

Mo

Mo

W

Mo

Mo

W W

W

W

W

W

Mo

Mo
元素の挙動と
濃集プロセス

臼井 (2010) 

元素の挙動、地形、時間、さまざまなファクターが関与する

拓洋第5

九州パラオ
海嶺

小笠原海台

拓洋第3

大東海嶺

コバルトリッチクラスト

成長速度生成の断続



①資源泥分布の概要の把握
②資源泥形成モデルの構築

①①資源泥分布の概要の把握資源泥分布の概要の把握
②②資源泥形成モデルの構築資源泥形成モデルの構築

③資源泥形成モデルの実証と分布の把握
④詳細な時空間分布と成因の解明

③③資源泥形成モデルの実証と分布の把握資源泥形成モデルの実証と分布の把握
④④詳細な時空間分布と成因の解明詳細な時空間分布と成因の解明

③③③

④④④

• レアアースを多量に含む堆積物の水平分布、

 深度分布を決める要因は分かっていない。

 

•• レアアースを多量に含む堆積物の水平分布、レアアースを多量に含む堆積物の水平分布、

 深度分布を決める要因は分かっていない。深度分布を決める要因は分かっていない。

資源泥形成モデルには、
•レアアースの濃集という直接的な化学プロセス
•資源泥堆積物の構成鉱物種と分布
•海洋プレートの移動と埋没過程

 

などが含まれる。
この形成モデルを実証して成因を解明するためには、

 
複数の長尺コアを太平洋の複数の海域で採取し、資源

 
泥の時空間分布を明らかにする必要がある。

• コア試料で水平・深度両方向の分布を明らかに

 することにより、形成モデルの検証を行う。

 

•• コア試料で水平・深度両方向の分布を明らかにコア試料で水平・深度両方向の分布を明らかに

 することにより、形成モデルの検証を行う。することにより、形成モデルの検証を行う。

②②② 西太平洋域・南太平洋域

 
での試料採取と分析で形

 
成モデルの構築

①①① • 既存試料の分析で太平

 
洋全域の分布の概要を

 
把握

• 南鳥島周辺試料の採取

 
と分析

現状で南鳥島周辺の表層は

 

レアアースのデータがない

南鳥島

南鳥島周辺の過去の掘削コア（site198, 
800、左図）の回収は極めて少なく、連続

 

した分布が分からない。
JAMSTECのピストンコアラーは船舶の

 

制約で20m級が最大長（下図）。数千万

 

年を遡れる堆積物を得るには短かすぎる。

50m級の長尺コアで試料を採取すること

 

が出来ると、深度方向の資源泥分布が

 

初めて判明する。

日本EEZ内と西太平洋域で長尺試料を採取し分析

http://m.whoi.edu/page.do?pid=52996&i=11005

ウッズホール海洋研究所の研究船Knorr 
に搭載されている45m級ピストンコアラー

太平洋域で長尺試料を採取し分析

Kato et al. (2011) を基に改変

レアアース泥



①保圧掘削等による，熊野灘泥火山の

 メタン形成プロセスの解明

 ②種子島沖の泥火山分布調査
③泥火山形成モデルの構築
④種子島沖の泥火山掘削による③の形

 成モデルの検証

 ⑤複数海域の知見を基に、日本近海の

 海底泥火山の資源ポテンシャルを明

 らかにする

 

①①保圧掘削等による，熊野灘泥火山の保圧掘削等による，熊野灘泥火山の

 メタン形成プロセスの解明メタン形成プロセスの解明
②②種子島沖の泥火山分布調査種子島沖の泥火山分布調査
③③泥火山形成モデルの構築泥火山形成モデルの構築
④④種子島沖の泥火山掘削による③の形種子島沖の泥火山掘削による③の形

 成モデルの検証成モデルの検証
⑤⑤複数海域の知見を基に、日本近海の複数海域の知見を基に、日本近海の

 海底泥火山の資源ポテンシャルを明海底泥火山の資源ポテンシャルを明

 らかにするらかにする

• 日本近海では熊野灘と種子島沖にのみ報告

 されている。このうち種子島沖はほとんど調

 査されていない（資源価値は不明）。

 

•• 日本近海では熊野灘と種子島沖にのみ報告日本近海では熊野灘と種子島沖にのみ報告

 されている。このうち種子島沖はほとんど調されている。このうち種子島沖はほとんど調

 査されていない（資源価値は不明）。査されていない（資源価値は不明）。

• 形成モデルの構築と実証で泥火山の分布や成

 因を解明することにより、我が国周辺の泥火山

 の資源ポテンシャルの評価ができる。

 

•• 形成モデルの構築と実証で泥火山の分布や成形成モデルの構築と実証で泥火山の分布や成

 因を解明することにより、我が国周辺の泥火山因を解明することにより、我が国周辺の泥火山

 の資源ポテンシャルの評価ができる。の資源ポテンシャルの評価ができる。

泥火山（炭化水素資源）

形成モデル構築③③③

泥火山の保圧
掘削コア試料

（X線CTスキャン図）

④④④

種子島沖

熊野灘

①①①

②②②

⑤⑤⑤

泥火山の模式図 

フリーガス 

メタンハイドレート 
BSR 

高粘性流体の上昇 

柱状に存在する 
メタンハイドレート 

海底下深部に延びる断層を通じた
深部流体の関与？

？

泥火山の地形調査②②②

①①①
泥火山中のハイドレート

白い脈がメタ

 
ンハイドレート

 

白い脈がメタ白い脈がメタ

 
ンハイドレートンハイドレート

①①①
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